
　「
ガ
ー
ナ
で
は
、
雨
期
に
入
る
と
例

年
、
コ
レ
ラ
が
大
流
行
す
る
の
で
す
。

コ
レ
ラ
の
感
染
は
、
主
に
排
せ
つ
物
に

混
じ
っ
た
菌
が
何
ら
か
の
形
で
水
や
食

物
を
汚
染
し
、
そ
れ
が
人
間
の
口
に
入

る
こ
と
で
起
き
ま
す
。
雨
期
に
な
る
と

下
水
が
雨
水
で
あ
ふ
れ
て
、
上
水
道
と

混
ざ
っ
て
し
ま
い
、
流
行
経
路
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
下
水
の
整
備
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
現
在
、
同
国
の
公
的

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
「
ガ
ー
ナ

保
健
サ
ー
ビ
ス
」
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
青
木
恒
憲
さ
ん
だ
。「
ガ
ー
ナ

に
限
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
で
は
患
者
数
や

症
状
を
政
府
が
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ

う
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
体
制
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
流
行
が
始
ま
っ
て

も
対
策
が
遅
れ
が
ち
で
す
」

　
日
本
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
狂
犬
病
や

マ
ラ
リ
ア
、
コ
レ
ラ
な
ど
、
数
々
の
感

染
症
撲
滅
を
実
現
し
て
き
た
。
積
み
重

ね
て
き
た
知
識
と
経
験
を
共
有
す
る
こ

と
は
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
を
感
染
症
か

ら
守
る
一
助
と
な
る
。
そ
し
て
、
西
ア

フ
リ
カ
で
日
本
の
知
見
を
共
有
す
る
拠

点
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
野
口
記
念
医

学
研
究
所
（
野
口
研
）
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
か
ら
50
年
前
の
１
９

６
６
年
に
、
医
療
協
力
調
査
派
遣
団
を

送
り
込
ん
だ
の
を
皮
切
り
に
、
基
礎
医

学
分
野
で
ガ
ー
ナ
が
独
自
の
研
究
業
務

を
手
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
79
年
に
は
ガ
ー
ナ
大
学

医
学
部
付
属
機
関
と
し
て
野
口
研
を
開

設
。
以
後
、
日
本
各
地
の
大
学
や
研
究

機
関
の
協
力
を
経
て
、
ウ
イ
ル
ス
学
や

感
染
症
、
免
疫
学
な
ど
、
多
彩
な
分
野

の
技
術
協
力
を
展
開
し
て
き
た
。
支
援

初
期
に
は
、
野
口
英
世
の
出
身
地
と
い

う
縁
か
ら
福
島
県
立
医
科
大
学
が
協
力

の
中
心
と
な
り
、
東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
野
口
研
の
有
志
が
被
災
者
に
ガ
ー

ナ
産
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
な
ど
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
は
深
い
。

イ
ン
フ
ル
か
ら
エ
ボ
ラ
ま
で

西
ア
フ
リ
カ
の
観
測
塔

フ
ォ
教
授
は
、「
99
年
に
Ｐ
３
ラ
ボ
が

で
き
た
こ
と
は
、
感
染
症
の
研
究
・
対

策
に
と
っ
て
画
期
的
で
し
た
。
エ
ボ
ラ

ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
で
も
、
ガ
ー
ナ
の

み
な
ら
ず
周
辺
の
国
か
ら
検
体
の
分
析

を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
全
て
陰
性
だ
っ
た
と
は
い

え
、
対
応
に
貢
献
で
き
ま
し
た
」
と
語

る
。
同
じ
く
西
ア
フ
リ
カ
で
流
行
す
る

ラ
ッ
サ
熱
に
つ
い
て
も
、
野
口
研
が
周

辺
国
の
検
体
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ

と
で
、
ま
ん
延
を
早
期
に
食
い
止
め
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
今
後
、
日
本
と
ガ
ー
ナ
は
、
野
口
研

の
さ
ら
な
る
活
動
範
囲
の
拡
大
に
向
け

て
力
を
合
わ
せ
て
い
く
。
新
た
な
Ｂ
Ｓ

Ｌ―

３
実
験
室
を
含
む
最
先
端
の
感
染

症
研
究
セ
ン
タ
ー
を
新
築
す
る
ほ
か
、

感
染
症
の
動
向
調
査
体
制
の
強
化
に
向

け
て
日
本
の
大
学
や
病
院
、
国
立
感
染

症
研
究
所
と
共
に
共
同
研
究
も
始
め
て

い
る
。

　
感
染
症
の
危
険
か
ら
人
々
を
守
る
た

め
に
、
野
口
英
世
の
遺
志
を
継
い
だ
協

力
は
続
く
。

特集 
近づく、アフリカ

　
数
あ
る
協
力
の
中
で
も
、
99
年
に
開

設
さ
れ
た
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
ベ

ル
３
（
Ｂ
Ｓ
Ｌ―

３
）
実
験
棟
、
通
称

Ｐ
３
ラ
ボ
は
、
長
年
、
西
ア
フ
リ
カ
で

唯
一
の
封
じ
込
め
実
験
室
と
し
て
、
近

隣
各
国
を
含
む
西
ア
フ
リ
カ
地
域
の
感

染
症
対
策
の
要
と
な
っ
て
き
た
。

　「
今
年
、
ガ
ー
ナ
で
は
、
サ
ハ
ラ
砂

漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
中
部
に
多
い
細
菌

性
髄
膜
炎
が
流
行
し
、
感
染
疑
い
が
あ

る
人
は
２
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

そ
の
際
、
流
行
し
て
い
る
細
菌
の
種
類

を
同
定
し
て
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
を

食
い
止
め
た
の
が
、
野
口
研
で
す
」
と

青
木
さ
ん
は
語
る
。

　
同
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
学
部
長
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ア
ン
ポ
フ
ォ
教
授
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
ガ
ー
ナ
で
初
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル

ス
の
検
出
や
、
同
じ
く
ガ
ー
ナ
初
の
ラ

ッ
サ
熱
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
例
の
特
定
、

国
内
で
飼
育
さ
れ
る
ニ
ワ
ト
リ
か
ら
の

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
５
Ｎ

１
の
同
定
な
ど
の
実
績
を
持
つ
。２
０
１

４
年
に
西
ア
フ
リ
カ
で
発
生
し
た
エ
ボ

ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
ー

ク
で
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
発
生
地
で
あ
る

ギ
ニ
ア
の
コ
ナ
ク
リ
に
派
遣
さ
れ
た
、

感
染
症
対
策
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

　
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
博
士
号
を
取

得
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
長
年
手
を
携
え
て

同
国
の
感
染
症
と
闘
っ
て
き
た
ア
ン
ポ

地域保健師詰め所の掲示板。担当区域の
年代別住民数などに並んで、マラリアやギニ
アワームなどの啓発ポスターが貼られていた

雨期のスコールは激しく、
道が水たまりになることも

日本の協力で建てられた野口研のP3ラボ
（上）。入り口には野口英世のレリーフがあ
る（下）

Ghana
ガーナfrom

　　　　

アクラ

野口研で多くの感染症に立ち向
かってきたアンポフォ教授

　
　
　
　
　
　
　

　
赤
道
付
近
を
中
心
に
、
ア
フ
リ
カ
や

中
南
米
の
い
く
つ
か
の
国
に
は
、
一
枚

の
黄
色
い
紙
が
な
け
れ
ば
出
入
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。見
た
目
通
り
に〝
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
〞
と
呼
ば
れ
る
こ
の
紙

は
、
黄
熱
病
の
予
防
接
種
証
明
書
だ
。

黄
熱
病
は
野
口
英
世
の
命
を
奪
っ
た
病

だ
と
言
え
ば
、
ぴ
ん
と
来
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
蚊
を
介
し
て
伝
染
し
、
発
症

す
れ
ば
死
亡
率
は
２
割
を
超
え
る
危
険

な
病
だ
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
で
流
行

し
て
い
る
病
気
は
こ
れ
ば
か
り
で
は
な

い
。 日

本
人
の
名
を
冠
す
る
研
究
所

ア
フ
リ
カ
の
病
と
向
き
合
う

感染症対策の最前線で
2015年のノーベル医学・生理学賞を受賞した大村智さん。

その業績を代表するイベルメクチンの発見と開発は、
アフリカや南米の多くの人を失明の危険から救ったが、

他にもアフリカの人たちがさらされている危険な感染症は多数ある。
西アフリカにおける感染症対策の最前線が、ガーナにあった。
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